
第７期の施策評価

〈見方〉

基本方針１　地域包括ケアシステムの充実・強化

１－１　多様な連携による地域包括ケアシステムの推進

（１）在宅医療・介護連携の推進

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標

実績

一部修正

目標達成率
第８期の
方向性

目標活動指標

Ｃ

津島市民病院をはじめとした、海部医
療圏の地域包括ケア病棟について、
ケアマネジャーの認知度が十分では
ないと思われることから、センターにて
説明会の形で情報提供していくことを
正式に取り組むこととなりました。
国立長寿医療研究センター主導で開
催された、地域コミット型研修会への
対応と事後処理にワーキングの時間
が割かれてしまったことと、診療報酬
の改定が行われたこともあり、年度内
の実施が出来ませんでした。

事業名 事業内容
令和元年度　実績

①
地域の医療・
介護の資源の
把握

地域の医療機関、介護事業
所の機能等について情報を
収集し、整理した上で、事業
者ガイドマップや「電子＠連
絡帳（つながろまい津島）」等
で共有し、他の事業へ活用し
ます。

海部医療圏在宅医療・介護連携支援
センターにおいて、地域の医療介護連
携ワーキンググループが４回実施され
ました。

評価（Ａ～Ｄの４段階）
Ａ：目標達成率100％以上

Ｂ：目標達成率80％以上

Ｃ：目標達成率80％未満

Ｄ：未着手・未実施

目標活動指標
・数値目標を立てることができなかった事業について、斜線を引いています。

・第７期の計画書に目標値が記載されていない事業について、独自に設定した目

標値を記載している場合があります。

・より適切に評価を行うため、第７期の計画書に記載された目標値とは別の目標

値で評価している事業があります。

第８期の方向性
継続・・・・・・・・第７期の事業を継続

一部修正・・・・第８期からは、他の施策と統廃合等を行う

廃止・・・・・・・・第８期からは廃止
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基本方針１　地域包括ケアシステムの充実・強化

１－１　多様な連携による地域包括ケアシステムの推進

（１）在宅医療・介護連携の推進

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標

実績

目標

実績

第８期の
方向性

事業名 目標達成率

①

②

在宅医療・介
護連携の課題
の抽出と対応
策の検討

「あんしんネットつしま」を始め
とした、地域の医療・介護関
係者が参画する会議にて、在
宅医療・介護連携の現状を把
握・共有し、課題の抽出や対
応策の検討を行います。

海部医療圏在宅医療・介護連携支援
センターにおいて、地域の医療・介護
連携ワーキングが４回、連携強化（居
宅）ワーキングは、居宅介護支援事業
者連絡会に名称を改め４回開催され
ました。

一部修正Ｂ

年度当初から検討されていた課題抽
出について、国立長寿医療研究セン
ターからの依頼によって急遽行われる
こととなった、国立長寿主導による地
域コミット型研修会（愛知県地域包括
ケア指標をベースとしたもの）や、当該
年度中に愛知県医師会から依頼され
て作成した評価指標の分析（あまさぽ
にて実施）にて課題抽出が行われまし
た。

一部修正

目標活動指標

地域の医療機関、介護事業
所の機能等について情報を
収集し、整理した上で、事業
者ガイドマップや「電子＠連
絡帳（つながろまい津島）」等
で共有し、他の事業へ活用し
ます。

地域の医療・
介護の資源の
把握

事業内容

海部医療圏在宅医療・介護連携支援
センターにおいて、地域の医療介護連
携ワーキンググループが４回実施され
ました。

Ｃ

津島市民病院をはじめとした、海部医
療圏の地域包括ケア病棟について、
ケアマネジャーの認知度が十分では
ないと思われることから、センターにて
説明会の形で情報提供していくことを
正式に取り組むこととなりました。
国立長寿医療研究センター主導で開
催された、地域コミット型研修会への
対応と事後処理にワーキングの時間
が割かれてしまったことと、診療報酬
の改定が行われたこともあり、年度内
の実施が出来ませんでした。

令和元年度　実績
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（１）在宅医療・介護連携の推進

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標

実績

目標
①146
②102

①213
②123

①234
②135

実績
①196
②112

①198
②113

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性

目標活動指標
目標達成率

①92.96
②91.87

一部修正

③

電子＠連絡帳のサービス提供元の移
行に伴い、利用している事業所向けに
アンケートを実施しました。
災害マッピングについて、居宅介護支
援事業者連絡協議会にて周知を行う
と共に、海部医療圏の他の市町村に
対しても、実施状況の情報提供を行い
ました。
医療的要援護者（災害マッピング）に
ついて、医療救護所の立ち上げ訓練と
合わせて通信訓練を行いました。
利用者登録数の促進のため、退院時
のカンファレンスでの提案をしていける
よう居宅支援事業所連絡会へ依頼し
ました。

「電子＠連絡帳（つながろま
い津島）」等の活用により、医
療・介護関係者の情報共有を
支援するとともに、在宅看取
り、急変時対応、災害時にも
その情報を活用します。

在宅医療・介
護関係者の情
報の共有支援

海部医療圏在宅医療・介護連携支援
センターにおいて、在宅医療提供体制
ワーキングが４回開催されました。
災害時の仕組みについて、前年度実
施した電子＠連絡帳による机上通信
訓練に実働を加えた訓練を10月に実
施するために事業所へ協力を依頼し、
準備を行いました。

Ｂ

　
④

長期休暇時の看取り当番体制につい
て、今年度も継続し、直近である年末
年始に向けて円滑に実施できるよう体
制についての調整を行いました。褥瘡
ケアサポートチームについては、運用
を通して現れた改善点について改善を
することができました。
見取り当番体制や褥瘡ケアサポート
チームについては、ワーキング毎に直
近の運用結果の振り返りが出来てい
ます。
電子＠連絡帳による机上通信訓練に
ついては、協力していただける事業所
の確保が出来、円滑に当日実施でき
るよう、事業所からの意見の吸い上げ
を含めた打ち合わせ等を十分に行うこ
とが出来ました。

訓練を通して、事前に準備をしなけれ
ばならないことや支援者自身も被災し
て対応できない場合など災害時での
対応を考えるよい機会となりました。

Ｂ

電子＠連絡帳
システム
①導入事業所
数
②登録患者数

切れ目のない
在宅医療と在
宅介護の提供
体制の構築

地域の医療・介護関係者の
協力を得て、津島市民病院
等と連携を図りながら、災害
時の対応を含め、在宅医療・
介護サービスの提供体制の
構築を推進します。

一部修正
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（１）在宅医療・介護連携の推進

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標 50 75 100

実績 99 133

目標 200 250 300

実績 315 289

目標 50 50 50

実績 101 21

目標 2 2 2

実績 2 2

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性

177.33%

100.00%

42.00%

115.60%

目標達成率

海部医療圏在
宅医療・介護
連携支援セン
ター運営委員
会　開催回数

目標活動指標

継続

継続

継続

継続

⑦
地域住民への
普及啓発

在宅医療や介護サービスの
普及啓発を目的とする地域
住民を対象としたイベントを
開催し、市の広報、ホーム
ページ等で情報提供を行いま
す。

⑧

在宅医療・介
護連携に関す
る関係市区町
村の連携

海部医療圏（7市町村）での情
報交換を定期的に実施し、連
携のための新しい協議体の
設置等、広域連携が必要な
事項について検討します。

運営委員会は年度末時点で２回開
催。センターの今年度の事業計画の
進捗管理と来年度の事業計画につい
ての検討を行い、海部津島7市町村で
合意形成をはかりました。

Ａ

運営委員会を開催するに当たっては、
日常的な連携は担当者間で電子＠連
絡帳で行いながら、課長級で協議が
必要な内容については、協議の上で
開催が出来ています。

海部医療圏在宅医療・介護連携支援
センターにおいて、月毎に相談の報告
書をまとめ、市や医師会などに報告を
行いました。
年度末時点の相談件数133件

相談内容については、センターより毎
月内容種類別に報告を受けています。
相談件数は目標件数を上回っており、
他の海部市町村と比較しても多い状
況です。

津島市内相談
件数

海部医療圏在宅医療・介護連携支援
センターにおいて、地域住民への普及
啓発ワーキングを２回開催しました。

Ｃ
普及啓発講演会の津島市民の参加者
は21人でした。

普及啓発イベ
ント　参加者数

研修参加人数Ａ

共同開催で予定されていた3月14日の
研修については新型コロナウイルスの
影響により中止することとなりました
が、目標値を上回り、多くの方に参加
していただき、顔のみえる関係を築
け、多職種による連携が図れました。
事例検討会：164名
スマートケアやACP等に係る研修会：
125名

Ａ

地域の医療・介護関係者を対
象とした研修等（「あんしん
ネットつしま」による事例検討
など）への参加・開催を通じ
て、顔の見える関係づくりや
相互理解を促進していきま
す。

「あんしんネットつしま」による事例検
討会を３回開催しました。
海部医療圏在宅医療・介護連携支援
センターにおいて医療介護関係者の
研修ワーキングが３回開催され、ス
マートケアやACP等に係る研修会は計
７回開催しました。

⑥

⑤
在宅医療・介
護関係者に関
する相談支援

専門職を配置した、在宅医
療・介護連携に関する相談窓
口を設置・運営し、医療・介護
関係者を支援します。

医療・介護関
係者の研修
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（２）地域包括ケアシステムについての理解の促進

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標 325 350 375

実績 46 145

目標 6 4 2

実績 8 1

目標 4 6 8

実績 5 9

目標達成率

150.00%

25.00%

41.43%
地域ケア会議
の開催回数

目標活動指標

地域包括ケア
ビジョンの啓発
回数

Ｃ

目標値を大幅に下回るものの、地域ケ
ア個別会議でにおいて挙がった地域
課題の整理方法及び、地域ケア推進
会議への提言方法について市職員及
び地域包括支援センター職員、その他
介護関係者（介護予防施策検討チー
ム員）で共有することができました。

事業名

継続

継続

第８期の
方向性

①
「地域ケア会
議」の充実

個別の事例検討を通して地
域支援ネットワークの構築や
地域の課題について検討し、
地域包括ケアシステムを促進
します。

地域ケア個別会議回数　　120回
地域ケア推進会議回数　　25回

事業内容
令和元年度　実績

②

地域包括ケア
システム啓発
の講座の開催
回数

Ｂ

市民が知りたい内容や興味がありそう
なことを講座の中に取り入れ、講座内
容の充実を図りました。
講座を受講することで、地域のことや
自分自身のことを考えるきっかけ作り
ができました。
月１回程度の講座を目標としていた
が、達成することができませんでした。
参加者のアンケートでは、講座内容に
ついて満足、おおむね満足したという
回答をいただけました。

地域包括ケアシステムについて啓発
するため、昨年度に引き続き、民生委
員の会議や地域のコミュニュティに出
向き、出前講座など4月から9月までに
5回開催しました。講座内容について、
ＡＣＰを含めたものに修正し、より分か
りやすいものに変更しました。

津島市における地域包括ケ
アシステムについての共通理
解を促す啓発を行います。

地域包括ケア
システムにつ
いての啓発
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（３）多職種連携による地域包括ケアの推進

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標 350 400 450

実績 270 340

目標
①146
②102

①213
②123

①234
②135

実績
①196
②112

①198
②113

地域連携
フォーラム・事
例検討会等の
参加者数

電子＠連絡帳
システム
①導入事業所
数
②登録患者数

目標活動指標
目標達成率

①92.96
②91.87

85.00%

継続

電子＠連絡帳のサービス提供元の移
行に伴い、利用している事業所向けに
アンケートを実施しました。災害マッピ
ングについて、居宅介護支援事業者
連絡協議会にて周知を行うと共に、海
部医療圏の他の市町村に対しても、実
施状況の情報提供を行いました。
医療的要援護者（災害マッピング）に
ついて、医療救護所の立ち上げ訓練と
合わせて通信訓練を行いました。
利用者登録数の促進のため、退院時
でのカンファレンスでの提案をしていけ
るよう居宅支援事業所連絡会へ依頼
しました。

第８期の
方向性

②

アンケートの実施結果については、集
計して報告を行うと共に、サービス提
供元と打ち合わせを行い順次対応し
ていただけることになりました。
訓練を通して、事前に準備をしなけれ
ばならないことや支援者自身も被災し
て対応できない場合など災害時での
対応を考えるよい機会となった。

重度化予防を含めたより質の
高い医療、介護サービスを提
供するため、ICTを利用した
情報共有システム利用の拡
大に向け、登録・利用勧奨を
行います。

「電子＠連絡
帳（つながろ
まい津島）」
による多職種
連携

事業内容
令和元年度　実績

津島市医歯薬
介連携推進協
議会（あんし
んネットつし
ま）

津島市における保健・医療・
福祉サービスを中心とした地
域連携のネットワークづくりを
推進し、住みよい地域社会を
実現するため、地域連携
フォーラムや事例検討会、連
携プロフィール帳などの活用
により、地域の課題を把握
し、関係機関との連携を円滑
に行います。

事例検討会を７月、９月、翌２月の計３
日実施しました。第１回64名、第２回55
名、第３回45名参加。
地域連携フォーラムを11月に開催。50
～70代中心とした地域住民、医療関
係、介護関係者等176名の参加。

Ｂ

Ｂ

医療と介護関係者の顔の見える関係
づくりを行い、地域連携のネットワーク
づくりを推進しました。
地域連携フォーラムでは、講演会に知
名度のある講師を依頼したため、多く
の地域住民の参加があった。後半に
は、カードゲームを使い、終活につい
て考えるきっかけづくりとなりました。
事例検討会では、多職種で支援する
ネットワークの重要性、在宅連携の方
法、それぞれの役割など理解を深めま
した。

継続

事業名

①
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（４）地域包括支援センターの機能強化

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標 60 70 80

実績 76 105

150.00%

目標達成率
目標活動指標第８期の

方向性

勉強会参加者
数

令和元年度　実績

一部修正

介護予防ケアマネジメント勉強会
　２回開催　参加者　105名
　内容　・介護予防ケアマネジメント会
議について
　　　　　・介護予防ケアマネジメント会
議の模擬ワーク
　２回目を３月に実施予定で調整して
いましたが、新型コロナウイルス感染
症拡大防止の観点から中止となりまし
た。

Ｂ
介護予防ケアマネジメント勉強会の１
回参加者数は目標をほぼ達成してお
ります。

事業内容事業名

①
介護予防・日
常生活支援総
合事業の充実

「介護予防・生活支援サービ
ス」の実施において、自立に
向けた支援内容となるよう、
介護予防ケアマネジメントの
確立に向けた体制の整備を
進めます。
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（４）地域包括支援センターの機能強化

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標 1,200 1,300 1,400

実績 894 880

目標 325 350 375

実績 46 145

目標
①10
②15
③3

①10
②20
③4

①10
②25
③5

実績
①4
②21
③1

①2
②5
③0

目標 200 250 300

実績 144 146

目標
①15

②1,050
①20

②1,100
①25

②1,150

実績
①16
②822

①12
②523

目標 60 70 75

実績 41 36

67.69%

目標達成率
第８期の
方向性

目標活動指標

51.43%

①60.00％
②47.55％

58.40%

①20.00％
②25.00％

③0％

41.43%
地域ケア会議
の開催回数

オレンジサ
ポーターの会
会員数

権利擁護事業
①成年後見制
度等相談件数
②高齢者虐待
相談件数
③消費者被害
相談件数

認知症初期集
中支援チーム
での事例検討
数

総合相談支援
事業
総合相談件数

継続
全ての項目において目標値を下回っ
ています。

認知症高齢者
見守り事業
①認知症サ
ポーター養成
講座実施回数
②参加延べ人
数

事業内容
令和元年度　実績

Ｃ

総合相談件数　　　　　　　　　880件
地域ケア会議開催回数　　　145回
権利擁護事業
　成年後見制度等相談件数　　2件
　高齢者虐待相談件数　　　　　5件
　消費者被害相談件数　　　　　0件
オレンジサポーター会員数　　146人
認知症サポーター養成講座実施回数
12回、参加延べ人数　　523人
認知症初期集中支援チーム員会議事
例検討数　36件

②
包括的支援事
業の実施

従来の地域の高齢者の相談
を受ける「総合相談支援業
務」、虐待の早期発見等を図
る「権利擁護業務」に加えて、
地域ケア会議の充実、退院
前のカンファレンス（会議）、
在宅医療・介護連携、認知症
施策を加えた包括的支援事
業の実施体制を整備します。

事業名

8



１－２　認知症高齢者施策の充実

（１）認知症についての知識の普及

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標 200 250 300

実績 147 167

目標
①15

②1,050
①20

②1,100
①25

②1,150

実績
①16
②822

①12
②523

目標活動指標
目標達成率

①

認知症につい
ての理解の促
進及び認知症
サポーターの
活動の充実

若年性認知症を含む認知症
に関する正しい理解が地域
に広まるよう、認知症サポー
ターの養成を行います。認知
症サポーターが地域で認知
症の人やその家族への支援
を担うことで、認知症の人が
住み慣れた地域で生活でき
る環境の整備を図ります。
また、認知症サポーターの中
から発足したオレンジサポー
ターの会により、地域で認知
症の人の見守りや予防のた
めの活動を行います。

オレンジサポーターが運営主体とな
り、認知症カフェの開催が安定的に２
か所運営できています。
オレンジサポーターの活躍の場とし
て、また認知症サポーター増員目的に
認知症サポーター養成講座の一部を
実施していただけるようになりました。

Ｃ

オレンジサポーター等会員数は目標
値を下回っていますが、認知症の方と
家族を支える地域づくりの要となるオ
レンジサポーター活動が定着してきま
した。また認知症サポーター養成講座
も年齢層の幅が広く実施できました。

継続

オレンジサ
ポーターの会
会員数

66.80%

認知症サポー
ター養成講座
①実施回数
②参加延べ人
数

①60.00％
②47.55％

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性
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（２）認知症の早期診断と進行抑制

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標

実績

目標 60 70 75

実績 41 36

目標

実績

51.43%

③
医療機関の連
携体制づくり

認知症の早期診断について
の連携や情報交換ができる
体制の強化を図ります。

認知症疾患医療センターが開催する
講演会に参加し、情報共有を行いまし
た。
また、認知症施策推進協議会へ認知
症疾患医療センター職員がメンバーと
して参加し、情報の交換と共有をしま
した。

Ｂ
七宝病院で開催される研修会には参
加できた市町村との情報共有及び連
携が図れました。

継続

Ｂ

事例検討数は目標を下回ってします
が、活動周知のため、市内薬局へチラ
シを配布しました。
活動開始後初の訪問指導となり、認知
症の方と家族の方の認知症に関する
考え方や今後のサービス利用の必要
性について理解してもらうことができま
した。

継続 事例検討数②
認知症初期集
中支援チーム
の充実

複数の専門職が家族からの
相談などにより、認知症が疑
われる人や認知症の人又は
その家族を訪問し、アセスメ
ント、家族支援などの初期の
支援を引き続き包括的・集中
的に行います。
また、自立生活のサポートを
行うチームの活動がより効果
的なものとなるよう、活動内
容の充実を図ります。

認知症初期集中支援チーム事例検討
数　36件
認知症初期集中支援チームの役割に
ついて、チラシを作成し、周知先を認
知症の方や家族が相談しやすい薬局
としました。
認知症初期集中支援チーム訪問指導
１件

目標活動指標
目標達成率

①
「認知症ケア
パス」の有効
活用

「認知症ケアパス」（認知症の
状態に応じた適切なサービス
提供の流れ）を普及し、それ
に応じた医療・介護の各サー
ビス提供体制の確保を図りま
す。

認知症施策推進協議会において、認
知症ケアパスの修正版の完成に向け
検討を重ねました。しかし当初目標に
していた令和元年度内に完成すること
ができませんでした。

Ｂ
検討は進み、最終案まで実施しました
が完成していません。

継続

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性
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（３）地域で支える認知症支援策の充実

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標

実績

目標 8 10 12

実績 7 6

60.00%Ｂ
目標値を下回っていますが、認知症カ
フェ開催が安定するよう活動の周知を
窓口で行いました。

継続 会場数②
認知症カフェ
の普及活動

「認知症の人やその家族が、
地域の人や専門家と相互に
情報を共有し、お互いを理解
し合う。」ことを基本理念とし、
カフェ形式で実施する施策の
普及に向けた啓発活動を行
います。

認知症カフェ
　開催会場数　６会場（悪天候により１
会場増加できず）
　開催数　　　　43回（10月は台風接
近・３月は新型コロナウイルス感染症
に伴い中止）
チラシを作成し、開催場所周辺の集ま
りで配布。また窓口にも掲示

目標活動指標
目標達成率

①
日常生活自立
支援事業

社会福祉協議会と連携し、日
常生活に不安を抱いている
認知症の人に対して、地域で
安心して暮らせるよう福祉
サービスの利用支援や、各関
係機関の連携、成年後見制
度の活用を図ります。

社会福祉協議会のホームページ及び
パンフレットにより、日常生活自立支援
事業内容の周知を図りました。

Ｂ
対象となりそうな相談内容の問い合わ
せが増加しています。制度利用のため
の準備に入ったものが数件あります。

継続

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性
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１－３　高齢者が安心して生活できる住まいの確保

（１）住みやすい住宅の確保

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標 3 4 5

実績 3 3

目標 80 80 80

実績 100 100

125.00%Ａ

高齢者向け住宅の建築に関する相談
があった際に市街化区域内での建設
を啓発した結果、令和元年度に建築さ
れた高齢者向け住宅は、市街化区域
内で建設されました。

継続

市内全体にお
ける高齢者向
け住宅の建築
確認申請数に
対する市街化
区域内におけ
る高齢者向け
住宅の建築確
認申請数の割
合

②
市街化区域内
への高齢者向
け住宅の誘導

サービス付き高齢者向け住
宅など高齢者向け住宅の建
設に際しては、愛知県の「人
にやさしい街づくりの推進に
関する条例」の整備基準に適
合する施設となるよう啓発す
るとともに、より生活のしやす
い市街化区域内に建設され
るよう誘導していきます。

「人にやさしいまちづくり」制度をホー
ムページでご案内するとともに、高齢
者向け住宅の建設にあたっての相談
時などには、市街化区域内での建設と
なるよう啓発しました。令和元年度に
おいては、高齢者向け住宅の建築確
認申請は１件ありましたが、「人にやさ
しいまちづくり」条例に基づく届け出が
なされ、さらに市街化区域内での建設
でした。

目標活動指標
目標達成率

①
住宅改修の推
進

住宅改修は、本人に対する
自立の支援とともに、住宅内
での事故防止や介護者の負
担軽減にもつながります。介
護サービスの活用による住宅
改修を推進していきます。

介護支援専門員や津島市民病院ケー
スワーカーには、ガイドブックやパンフ
レット等により周知し、住宅改修希望
者への説明をお願いしました。また、
窓口来庁者へは、職員が手引き等を
利用し説明をしました。
　さらに、適正利用を進めるため、厚
生労働省通知に従い市への提出書類
（見積書）の精査、ケアマネジャーの義
務について整理をし、住宅改修施工業
者、居宅介護支援事業所、包括支援
センター等に周知しました。

Ｂ

手引き・パンフレット・ガイドブックの3つ
の方法で周知を行うことができました。
また、事務運用の精査・整理をしたこ
とで、一層の適正化を図ることができ
ました。

継続 周知方法 75.00%

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性
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（２）住宅の安全性の向上

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標
①263
②37

①264
②43

①265
②50

実績
①253
②23

①236
②22

目標
①2,060
②80

①2,130
②90

①2,200
②100

実績
①1,253
②65

①1,191
②53

①89.39％
②51.16％

②

高齢者救急支
援事業（救急
あんしん君）
の普及

緊急連絡先やかかりつけ医
などをあらかじめ記入した救
急情報登録連絡書を容器【救
急あんしん君】に入れ、冷蔵
庫に保管することで、救急時
の救急隊及び救急搬送先医
療機関での迅速な対応を可
能とする高齢者救急支援事
業の普及活動を行います。
また、2年ごとに救急情報登
録連絡書の情報更新を行っ
ていきます。

５月と９月の年２回広報に掲載し、ホー
ムページでも周知を行い、高齢者救急
支援事業について５月に行われた民
生委員の地区協議会で説明を行いま
した。
更新方法については、救急医療情報
キッドを配布している豊橋市に聞き取
りを行いました。
お宅訪問の際に、パンフレットを配布し
つつ周知しました。
更新については配布者の方に郵送で
申請書等を送りました。

Ｃ
配置者数と新規配置者数ともに目標
値を下回っています。

継続
①配置者数
②新規配置者
数

①55.92％
②58.99％

Ｃ
３月末では利用者総数236人、新規利
用者22人と目標値と比べて減少傾向
にあります。

継続
①利用者数
②新規利用者
数

①
緊急通報シス
テム事業の普
及

在宅のひとり暮らし高齢者等
の急病、事故等の緊急事態
に対処することを目的とする
緊急通報システムの普及活
動を行います。

普及啓発については、５月広報へ掲載
し、周知を行いました。
お宅訪問の際に、パンフレットを配布し
つつ周知しました。

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性

目標活動指標
目標達成率
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（３）安心できる防災・防犯体制の充実

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標 10 10 10

実績 4.5 7.3

目標 1,405 2,000 2,500

実績 1,433 1,515

目標 680 670 660

実績 530 441

151.93%A

市及び警察署、防犯協会、各支部等と
連携、協力し、防犯啓発活動等を実施
することで、市民への防犯意識の高揚
を図ることが出来ました。その結果、
市内の令和元年中の犯罪発生件数
は、441件であり、昨年と比べ89件減
少させることが出来ました。
また、市民の安全安心な暮らしのた
め、警察署との連携・協力により公用
車へのドライブレコーダーの設置を新
規に実施しました。

継続
犯罪年間発生
件数

② 防犯対策

警察署及び防犯協会と連携
して、防犯キャンペーンやパト
ロール、防犯教室の開催など
啓発活動を継続して実施して
いきます。

各季の運動期間中のキャンペーン啓
発運動等の実施及び防犯教室等を実
施するとともに、市内の犯罪発生状況
に合わせた情報の周知啓発に警察及
び防犯協会、各支部などと連携して取
り組みました。年末年始の啓発として、
各校区による年末夜警活動及び県内
一斉特別警戒活動の実施しました。ま
た津島警察署との連携・協力により市
公用車にドライブレコーダーを設置し、
犯罪等の事案発生時における画像提
供の協定書を締結しました。
①安全パトロール活動　２回実施
②青パト防犯パトロール活動　７回実
施
③防犯ボランティア「津島みまもり隊」
（R1.3月末時点：1,256人登録）
④防犯啓発キャンペーン　３回実施
⑤振り込め詐欺対策　　４回実施
⑥空き巣被害対策　　　４回
⑦防犯つしまの発刊　（12月）　防犯あ
いちの発刊（10月、12月）
⑧○っとあいち絆プロジェクト「すぐメー
ル」　　（R1.3月末時点：津島署管内
722団体登録）
⑨天王、愛宕、神守交番だより　（10月
～翌3月毎月班回覧）

目標活動指標
目標達成率

① 防災対策

防災訓練や講習会等の実施
において、高齢者への参加を
積極的に呼びかけ、防災知
識の普及・啓発を進めます。
また、避難行動要支援者支
援制度の活用により、障がい
のある方やひとり暮らしの高
齢者など、一人で避難するこ
とが困難な方へ支援を実施し
ていきます。

各地域において、避難行動要支援者
制度についての説明会を実施。
各地域において実施した避難行動要
支援者制度の説明会では、地区民生
委員と町内会・自治会に参加いただ
き、平常時と災害時における要支援者
への支援体制を説明しました。

Ｂ

市の総合防災訓練及び自主防災会主
催による防災訓練への市民の参加率
は約7.3%であり、特に東小学校区と北
小学校区の自主防災会と共催した市
総合防災訓練では約2,200名が参加し
ました。

継続

防災訓練の参
加率

73.00%

避難行動要支
援者制度の同
意者数

75.75%

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性
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（３）安心できる防災・防犯体制の充実

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標
①16
②8

①20
②12

①20
②13

実績
①16
②6

①18
②5

目標
①30
②7

①30
②7

①30
②7

実績
①26
②5

①15
②5

①90.00％
②41.67％

④
住宅の耐震改
修の促進

発災時における被害の抑制
を目的に、住宅の耐震改修
や耐震シェルターの設置を支
援します。

補助件数
・木造住宅無料耐震診断件数　１５件
（前期７件　後期８件）
・木造住宅耐震改修費補助件数　５件
（前期５件　後期０件）
・民間木造住宅除却費補助件数　３件
（前期２件　後期１件）
その他
・耐震改修相談会を９月に２日間開催
（参加者８名）

Ｂ

耐震改修については、５件の補助を行
いました。一方で、耐震診断について
は実施を啓発するために、１１月にチ
ラシの班回覧を行いましたが、年間の
件数は１５件の実施にとどまりました。

継続

①耐震診断件
数
②耐震改修件
数

①50.00％
②71.43％

Ｃ

11月では８人訪問して３人の方が、３
月では10人訪問して10人の方が住宅
用火災報知器を設置していませんでし
た。

継続
①訪問者数
②設置者数

③ 防火対策

火災発生時に、自ら迅速な通
報・消火・避難行動がとれる
よう、ひとり暮らしの高齢者
に、消防署員の訪問による
「ひとり暮らし老人家庭防火
診断」を通じて、防火意識の
啓発を行うとともに、義務化さ
れている住宅用火災報知機
の設置を促進することで、安
全確保を図ります。

11月には８人、３月には10人ひとり暮
らしの高齢者のお宅を訪問し、住宅用
火災報知器の設置の点検や消火器の
使い方等の指導を行いました。

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性

目標活動指標
目標達成率
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１－４　見守りと支えあいの促進

（１）家族介護者への支援の充実

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標 6 6 6

実績 6 4

目標
①15

②1,050
①20

②1,100
①25

②1,150

実績
①16
②822

①12
②523

目標
①18
②2

①20
②2

①20
②2

実績
①23
②9

①18
②2

①60.00％
②47.55％

③
家族介護用品
支給事業

高齢者を自宅で介護する家
族等に、介護用品の支給を
行い、経済的負担を軽減する
事業を実施します。

前年度利用者の方に申請書を郵送
し、６月に広報に掲載し周知を行いま
した。
前期利用者の方に申請書を郵送し、
12月の広報に掲載しました。また、お
宅訪問の際にパンフレットを配布しつ
つ周知を行いました。

Ｂ

３月末では支給件数が18件と目標件
数を下回っていますが、新規利用者数
については２人と目標人数に達してい
ます。

継続

家族介護用品
支給事業
①支給件数
②新規利用者
数

①90.00％
②100.00％

Ｃ

認知症サポーター養成講座実施回数
や参加者数は、目標を下回っています
が、高齢者のみでなく、市職員や高校
生など幅広い世代へ養成講座を展開
できました。

一部修正

認知症高齢者
見守り事業
認知症サポー
ター養成講座
①実施回数
②参加延べ人
数

②
家族介護継続
支援事業

認知症の人を地域で支える
認知症サポーターの養成、医
療機関を含めた関係職種間
の認知症ネットワークの形成
などを行い、介護による家族
の身体的・精神的負担を軽減
します。

認知症サポーター養成講座
　実施回数12回
　参加者523人
　60歳未満参加者400名（割合76.5%）

目標活動指標
目標達成率

①
家族介護者等
養成事業

要介護認定者等を介護する
家族などに対し、適切な介護
知識・技術を習得することを
内容とした教室を開催しま
す。

研修会を4回開催することができまし
た。
３月に予定していた研修１回はコロナ
ウィルス感染症感染拡大防止のため
中止としました。

Ｂ

計画通り実施することはできませんで
したが、中止した研修は不測の事態の
ため、事業自体は問題なく実施できて
います。

一部修正 実施回数 66.67%

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性
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（２）高齢者の見守り活動の充実・高齢者虐待の防止

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標

実績

目標 10 15 20

実績 4 12

80.00%Ｂ

参加機会がある度に３包括に参加を
促しており、研修会等の参加者数は目
標通りです。包括の個々や高齢介護
課の新人が研修会等を通して必要な
スキルをアップさせ、高齢者虐待対応
の基本的事項を学ぶことができまし
た。

継続

高齢者虐待防
止の研修会・
勉強会　参加
延べ人数

②
虐待防止ネッ
トワークの推
進

高齢者虐待の発生予防、早
期発見、虐待を受けた高齢者
や養護者に対する適切な支
援を行うため、地域包括支援
センターや地域住民、関係機
関と連携を図り、支援ネット
ワークを推進します。

包括支援センターに参加を呼び掛け
て、市役所職員と３か所の包括支援セ
ンター職員各１名で、高齢者虐待関係
やアルコール中毒対応等の研修や勉
強会に今年度３回出席しました。

目標活動指標
目標達成率

①
相談窓口の周
知

高齢者虐待に関する相談窓
口を住民へ周知し、浸透を図
るため、あらゆる機会を捉え
て継続的な広報を行います。
また、介護事業所等への高
齢者虐待防止法についての
周知を行います。

周知については、広報紙を使い２年に
１度の特集を組むことで行うことと、
リーフレットを作成することを予定して
いきます。
広報で隔年での特集掲載を通して、相
談窓口の周知を行います。

Ｂ
広報周知は予定通り実施されていま
す。

継続

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性
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（２）高齢者の見守り活動の充実・高齢者虐待の防止

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標
①3
②10

①5
②15

①8
②20

実績
①0
②24

①1
②32

目標
①4
②3
③1

①4
②2
③2

①5
②2
③3

実績
①2
②2
③0

①1
②1
③0

目標 1 2 3

実績 0 0

目標 110 120 130

実績 82 87

72.50%

①40.00％
②213.33％

徘徊者捜索模
擬訓練実施回
数
①実施回数
②実施回数
（新規）
③フォローアッ
プ回数

①25.00％
②50.00％

③0％

見守り協定
通報・相談件
数

0.00%

Ｃ

早期発見の仕組みの運用（認知症高
齢者事前登録）について浸透し始めて
います。しかし、徘徊捜索模擬訓練の
実施やフォローアップについて実施で
きていません。
見守り協定について、締結先へ協定
内容を再認識してもらう機会を作れ
ず、信頼関係が築けていないため通
報、相談に至らなかったと考えます。

継続

かえるネットつ
しまの運用
①利用件数
②事前登録者
数

ひとり暮らし登
録
新規登録者数

③
高齢者見守り

事業

認知症に関する広報・啓発活
動、徘徊高齢者を早期発見
できる仕組みの運用、徘徊者
捜索模擬訓練の実施、メール
配信システム機能の運用、民
間事業者との高齢者地域見
守り協力に関する協定などを
行い、地域における高齢者の
見守りネットワーク体制を推
進します。また、地域におけ
る見守り、災害時における安
否確認、避難誘導の支援等
などひとり暮らし老人登録の
運用を行います。

認知症ケアパスの修正
　認知症施策推進協議会において議
論
介護支援専門員および各包括に認知
症高齢者事前登録を継続実施
認知症高齢者事前登録者数　32名
　うち、新規登録者数　10名
行方不明高齢者等捜索メール（かえる
ネットつしま）
　２件実施（うち１件は配信前に発見、
もう１件は市外居住者）
徘徊捜索模擬訓練
　１校区実施　参加者　51名
見守り協定について、締結先からの通
報・相談はありませんでした。また、締
結先に協定内容の説明を行うこともで
きていません。
ひとり暮らし登録　新規登録者数　87
名

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性

目標活動指標
目標達成率
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（２）高齢者の見守り活動の充実・高齢者虐待の防止

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標

実績

（３）高齢者の尊厳の確保

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標 1 1 1

実績 1 1

目標 3 4 5

実績 1 0

100.00%

②
消費生活に関
する支援

高齢者を狙った悪徳商法など
の消費者被害防止のため、
高齢者への消費者相談・消
費者教育に取り組みます。

消費者被害相談件数　０件
消費者等相談業務について、周知活
動を介護予防教室や出前講座にて実
施

Ｃ
消費者被害相談がなく、今年度も潜在
化している消費者被害の掘り起しがで
きていません。

一部修正
消費者被害相
談件数

0.00%

Ａ

成年後見の市長申立てが必要かどう
かのケース会議を随時行っており、そ
の中で計画通り運用されています。後
期には申し立てが必要な方と判断した
人が１名ありました。申立てを行い、後
見人が選任されています。

継続
成年後見制度
利用支援事業
利用者数

①
成年後見制度
利用支援事業

成年後見制度は、認知症高
齢者などの権利擁護、虐待
防止を図る上で重要な制度
です。市長申立に係る低所得
の高齢者に対する成年後見
制度に要する経費や、成年
後見人などの報酬の助成を
行います。

１名の市長申立てが必要になったため
申し立てを行い、弁護士の後見人が
選任されました。

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性

目標活動指標
目標達成率

Ｂ

国の調査結果を確認したところ、市の
ダイジェスト版と相違ありませんでし
た。統計の数値が更新され次第、ダイ
ジェスト版の数値も更新します。

継続④
虐待防止マ
ニュアルの見
直し

自治体独自の虐待防止マ
ニュアルの見直しを行いま
す。

ダイジェスト版の見直しが必要かどう
か、法律や国のマニュアル等を確認し
ました。

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性

目標活動指標
目標達成率
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基本方針２　「健康寿命の延伸」を目標とした介護予防の推進

２－１　効果的な介護予防事業の充実

（１）介護予防・生活支援サービス事業の実施

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標
①1,602
②278

①1,651
②286

①1,701
②293

実績
①1,467
②512

①1,342
②545

目標 3,684 4,027 4,402

実績 3,540 3,365

目標
①50

②7,200
①55

②7,400
①66

②7,600

実績
①52

②7,151
①50

②6,733

目標
①16
②10
③80

①16
②10
③80

①16
②10
③80

実績
①8
②4
③19

①12
②4
③47

83.56%

通所型サービ
スＢ
①実施個所数
②参加延べ人
数

①90.91％
②90.99％

通所型サービ
スＣ
①実施回数
②参加実人数
③参加延べ人
数

①75.00％
②40.00％
③58.75％

Ｃ

通所型サービスAは見込みを少し上回
るサービス提供となっています。
通所型サービスBは３月実施できず、
見込みを下回りました。
通所型サービスCは今年度から事業
形態を修正しましたが、参加者数は増
えませんでした。

継続

通所型サービ
スＡ　給付件数

②
通所型サービ
スA・B・C

通所介護事業所、ふれあい
サロン等での、運動機能向
上・認知症予防、閉じこもり予
防や口腔機能向上を中心とし
たサービスを提供します。

実績
・通所型サービスA：3,365件
・通所型サービスB（新型コロナウイス
る感染症拡大防止のため、３月実施
せず）
　実施個所数　　　50か所
　参加延べ人数　6,733人
・通所型サービスC：47人（延）、4人
（実）

目標活動指標
目標達成率

①
訪問型サービ
スA・B

ヘルパーやつしま家事サ
ポーターが提供するサービス
で、見守りを含む一部身体介
護及び家事援助等を行いま
す。

実績
・訪問型サービスA利用件数：1,342件
・訪問型サービスB利用件数：545件

つしま家事サポーター養成講座２日程
及び追加講座１日程実施。

Ｂ

訪問型サービスAは目標値より少ない
提供件数となっていますが、訪問型
サービスBは利用人数が増加していま
す。

継続

①訪問型サー
ビスＡ　給付件
数
②訪問型サー
ビスＢ　利用件
数

①81.28％
②190.56％

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性
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（１）介護予防・生活支援サービス事業の実施

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標
①2,849
②11

①3,100
②18

①3,375
②24

実績
①2,645

②9
①2,254
②12

目標 60 70 80

実績 76 105

（２）一般介護予防事業の実施

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標

実績

目標

実績

目標活動指標
目標達成率

①
介護予防把握
事業

地域包括支援センターと連携
し、閉じこもり等、何らかの支
援を要する人を把握すること
で、介護予防活動につなげま
す。

地域包括支援センターの周知　出前
講座３回　その他講演会等２回実施
基本チェックリスト実施件数　　73件実
施

Ｃ
今年度は出前講座の申し込みが少な
く、周知の場が減少しました。

継続

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性

目標活動指標
目標達成率

③
介護予防ケア
マネジメント
Ａ・Ｃ

利用者が介護予防・生活支
援サービス等を適切に利用
できるよう、本人からの依頼
を受けてその心身の状況、置
かれている環境、本人や家族
の希望等を勘案します。
利用する介護予防・生活支援
サービス等の種類・内容等を
定めた計画を作成し、その計
画に基づくサービスの提供が
確保されるように事業者等と
連絡調整を行うサービスで
す。

実績
・介護予防ケアマネジメントA：2,254件
・介護予防ケアマネジメントC：12件
介護予防ケアマネジメント勉強会
　２回開催　　105名
　３回目を３月実施予定であったが、
新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため中止。

Ｂ
マネジメント件数は目標値を下回って
おりますが、勉強会や研修会は予定
通りの参加者でした。

継続

介護予防ケア
マネジメント作
成件数
①介護予防ケ
アマネジメント
Ａ
②介護予防ケ
アマネジメント
Ｃ

①72.71％
②66.67％

勉強会参加者
数

150.00%

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性
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（２）一般介護予防事業の実施

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標
①2
②20
③200

①2
②20
③200

①2
②20
③200

実績
①2
②20
③103

①2
②17
③128

目標
①16
②440

①16
②440

①16
②440

実績
①16
②366

①16
②422

目標
①1

②120
③600

①1
②120
③600

①1
②120
③600

実績
①1

②120
③537

①1
②114
③514

目標
①40

②1,200
①40

②1,200
①40

②1,200

実績
①40

②1,035
①40

②1,063

目標
①3
②60

③1,950

①3
②60

③1,950

①3
②60

③1,950

実績
①3
②60

③1,512

①4
②59

③1,486

目標
①4
②5

③150

①5
②16
③150

①5
②16
③150

実績
①4
②5
③89

①4
②16
③133

一般介護予防
事業（口腔機
能向上教室）
①実施個所数
②実施回数
③参加延べ人
数

①80.00％
②100.00％
③88.67％

一般介護予防
事業（プール教
室）
①実施個所数
②実施回数
③参加延べ人
数

①100.00％
②95.00％
③85.67％

一般介護予防
事業（元気サン
サン教室）
①実施回数
②参加延べ人
数

①10.00％
②88.58％

一般介護予防
事業（転倒予
防教室）
①実施個所数
②実施回数
③参加延べ人
数

①133.33％
②98.33％
③76.21％

目標活動指標
目標達成率

②

介護予防普及
啓発事業（一
般介護予防事
業）

地域包括支援センター等関
係機関と連携し、パンフレット
の配布や勉強会の開催によ
り、つし丸たいそう教室、集い
の場、転倒予防教室、プール
教室、口腔機能向上教室等
の介護予防について普及・啓
発を行います。

・一般介護予防事業（つし丸たいそう
教室）
 実施か所数２か所　実施回数17回
参加延べ人数128人目標達成率
64.00％
・一般介護予防事業（ヨガ教室）
 実施か所数２か所　実施回数16回
参加延べ人数422人目標達成率
95.45％
・一般介護予防事業（プール教室）
 実施か所数１か所　実施回数114回
参加延べ人数514人目標達成率
85.67％
・一般介護予防事業（元気サンサン教
室）
 実施か所数１か所　実施回数40回
参加延べ人数1063人目標達成率
88.58％
身体測定　握力0.79㎏　片足立ち5.22
秒増　歩行速度0.24秒減　TUG１.00秒
減　骨密度0.01％
・一般介護予防事業（転倒予防教室）
 実施か所数４か所　実施回数59回
参加延べ人数1486人目標達成率
76.21％
介護予防率　握力80.5％　開眼片足立
ち91.9％　TUG93.5％　通常歩行
88.1％　ファンクショナルリーチ91.9％
・一般介護予防事業（口腔機能向上教
室）
 実施か所数４か所　実施回数16回
参加延べ人数133人目標達成率
88.67％

Ａ

新型コロナウイルス感染症対策のた
め、つし丸たいそう教室や転倒予防教
室、プール教室では中止になった回も
あり、達成率については昨年度と比較
すると低下しているが、おおむね目標
通りの回数、参加者数が実施できまし
た。アンケート結果からも主観的評価
においては、心身共に良い効果があっ
たと感じる方の割合が７割以上と多く、
客観的評価においても運動機能の維
持・向上が見られることから、介護予
防に効果的であるといえます。

継続

一般介護予防
事業（つし丸た
いそう教室）
①実施個所数
②実施回数
③参加延べ人
数

①100.00％
②85.00％
③64.00％

一般介護予防
事業（ヨガ教
室）
①実施回数
②参加延べ人
数

①100.00％
②95.91％

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性
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（２）一般介護予防事業の実施

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標
①1
②75

①7
②90

　①1
②90

実績
①1
②75

①1
②80

目標
①5
②64

①5
②69

①5
②73

実績
①5
②63

①6
②71

目標
①1

②196
①1

②200
①1

②204

実績
①1

②182
①1

②181

目標 1 1 1

実績 1 0

目標

実績

0.00%

⑤
地域リハビリ
テーション活
動支援事業

地域における介護予防の取
り組みを機能強化するため、
様々な場に、リハビリテーショ
ン専門職が関わる取り組みを
継続します。

通所型サービスA勉強会
　実施回数１回
津島市リハビリテーション連絡協議会
のチラシを市役所及び地域包括支援
センターにおいて窓口配布しました。
通所型サービスA勉強会及び認知症
スタッフフォローアップ研修会を予定し
ていましたが、新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため、中止となりまし
た。

Ｂ
介護サービスを提供している事業所職
員に向けてリハビリ専門職が技術支
援を行うことができました。

継続

Ｃ
介護予防施策検討チームにおいて、
具体的な評価方法を決定しました。令
和２年度から評価を実施します。

継続 評価回数④
一般介護予防
事業評価事業

一般介護予防事業の評価を
行います。

国の指標や要綱に合わせ、一般介護
予防事業及び介護予防・生活支援
サービス事業の評価の方法について
検討しました。
地域ケア会議の運営方法について、
介護予防施策検討チームにおいて検
討されました。

①14.29％
②88.89％

つしま家事サ
ポーター養成
講座・フォロー
アップ
①実施回数
②登録者数

①120.00％
②102.90％

介護支援ボラ
ンティア・フォ
ローアップ
①実施回数
②登録者数

①100.00％
②90.50％

Ｂ
ボランティア育成及びフォローアップの
開催は予定どおり行えています。

継続

認知症予防ス
タッフ養成講
座・フォロー
アップ
①実施回数
②登録者数

③
地域介護予防
活動支援事業

介護予防に関するボランティ
アや、地域活動組織の育成・
支援を行い、市民主体の介
護予防活動を推進します。

ボランティア育成及びフォローアップ
実施
・認知症予防スタッフ養成講座１回及
びフォローアップ講座0回　計1回、登
録者数　80人
・つしま家事サポーター養成講座３日
程及びフォローアップ３回　計６回、登
録者数　71人
・介護支援ボランティア説明会１回、登
録者数　  181人
年齢到達の封筒に印字する図を検討
しました。

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性

目標活動指標
目標達成率
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（３）多職種連携による介護予防事業の取り組みの推進

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標

実績

目標活動指標
目標達成率

①
津島市介護予
防施策検討
チームの推進

介護関係者等が集まって、地
域全体の介護予防施策を検
討し、課題解決に向けて連
携・協力をします。

介護予防施策検討チーム
　年４回実施
　各団体における昨年度の企画の進
捗状況及び、今年度の取り組みにつ
いて情報共有しました。

Ａ
各団体における介護予防への取り組
み方、考え方など共有することができ
ました。

一部修正

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性

24



２－２　高齢者の日常生活支援の充実

（１）生活支援サービスの充実

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標 0 0 2

実績 0 1

目標 6 6 6

実績 33 27

目標活動指標
目標達成率

①
生活支援サー
ビスの充実

各関係機関と協力し生活支
援サービスの実施を検討する
協議体において、地域の特性
に応じたサービス体制づくり
を進めます。

新たなサービスの創出　１件　健活くら
ぶを10月から実施
協議体実施件数　27件
・第1層協議体　４件
・第2層協議体　23件

Ａ

協議体の実施について目標を上回り
開催ができています。
前期に検討・調整を行い新たに創出し
たサービスである「健活くらぶ」につい
ておおよそ予定通り実施することがで
きました。
また「担い手不足」「通う場所の不足」
「移動手段の不足」への対策につい
て、第２層協議体、関係団体への聞き
取りや社会資源の整理を通してサービ
ス形態の検討を進めました。

継続

創出したサー
ビス数

-

協議体開催回
数

450.00%

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性
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（１）生活支援サービスの充実

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標 6 6 6

実績 33 27

目標 12 12 12

実績 12 8

目標 2 2 2

実績 2 3

目標 2,112 2,160 2,304

実績 1,962 2,118

つしま家事サ
ポーター養成
講座開催回数

150.00%

ニーズとサービ
スのマッチング
件数

98.06%

目標活動指標
目標達成率

②
コーディネー
ト機能の充実

生活支援コーディネーターを
配置し、地域づくりを基本とし
た地域資源及びニーズ・課題
の把握を行い、地域の支え合
い体制の構築を進めます。

・第２層協議体件数　23件
・生活支援サービス準備委員会８件
・つしま家事サポーター養成講座　３
回
・ニーズとサービスのマッチング件数
2,188件

Ａ

協議体、家事サポーター養成講座の
開催回数、ニーズとサービスのマッチ
ング件数については目標通り実施でき
ています。生活支援サービス準備委員
会については必要時に電話で連携を
図っているため特に議題とすることが
なかったり、新型コロナウイルス拡大
防止のため中止としたため、実施回数
が想定より少なくなりました。そのた
め、目標回数には達していませんが協
議体のコーディネート機能が正しく働
いているといえます。

継続

協議体開催回
数

450.00%

生活支援サー
ビス準備委員
会開催回数

66.67%

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性
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（１）生活支援サービスの充実

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標 100 110 120

実績 71 152

138.18%Ａ
目標達成率138.18％と目標値を上回
ることができました。

継続

津島市ふれあ
いバス」無料乗
車回数券　交
付人数

③
高齢者の移動
手段の確保

運転免許証を自主返納した
方等に対して移動支援を進
めます。

令和元年度中の交付人数の実績は
152人でした。事業の周知方法として、
市広報紙（11月号）及びホームページ
への掲載、愛知県交通安全協会津島
支部（津島警察署内）に協力いただ
き、自主返納の申請に来られた高齢
者に対して事業のちらしを配布しても
らうことなどを行いました。
また、全国的に高齢運転者による死亡
事故が多く発生したため、老人クラブ
等の警察官による講話の際に周知啓
発を行いました。

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性

目標活動指標
目標達成率
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（２）ボランティア活動の充実

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標

実績

目標

実績

目標

実績

Ｂ
講座は開催しなかったが、周知の機会
は作る事が出来ました。

一部修正③
ボランティア
講座の開催

社会福祉協議会において、ガ
イドボランティア講座、点字入
門講座、シニアサイン講座な
ど様々なボランティア講座を
開催します。市民のボラン
ティア活動のきっかけづくり
や、活動の充実が図られるよ
う支援します。

講座の開催はありませんでした。
チャレンジドフェスティバルにて点訳ボ
ランティアがブースを持ち、活動の周
知を行いました。

②
ボランティア
連絡協議会の
充実

ボランティア連絡協議会は、
地域力の向上に向け、グ
ループ同士の情報交換など
の機会を充実し、ボランティア
のネットワーク化を推進しま
す。

令和元年度総会をもってボランティア
連絡協議会は解散となった。

Ｄ
ボランティアを取りまとめる機能がなく
なってしまったため、情報の共有や研
修会の開催が難しくなった。

廃止

Ｃ
ボランティア連絡協議会が解散し、機
能強化が求められているが、センター
の機能に変化がない状況です。

継続①
ボランティア
センターの充
実

津島市社会福祉協議会ボラ
ンティアセンターが実施して
いるボランティアに関する相
談、支援を必要としている高
齢者とボランティアを結ぶ
コーディネート、広報紙などを
通じた情報提供など、コー
ディネート機能の充実・強化
を図ります。

ボランティアコーディネート、連絡調
整、周知活動

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性

目標活動指標
目標達成率
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（３）自立に向けたサービスの充実

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標 30,600 31,400 32,200

実績 28,860 28,192

目標 58 60 62

実績 59 55

目標 8 9 10

実績 12 4

89.78%

②
寝具洗濯乾燥
サービス

在宅のひとり暮らし高齢者等
に対して寝具の洗濯乾燥
サービスを実施し、寝具を清
潔な状態にし、高齢者の衛生
管理及び健康保持を図りま
す。

前年度利用者数の方に申請書を郵送
し、５月と７月に広報に掲載し周知を行
いました。
お宅訪問の際にパンフレットを配布し
つつ周知を行いました。

Ｃ
3月末では利用者55人、新規利用者４
人と目標人数を下回っています。

継続

利用者数 91.67%

新規利用者数 44.44%

Ｂ 例年並みの事業実施を行いました。 継続 配食数①
食の自立支援
事業

在宅のひとり暮らし高齢者等
に対して継続的な食関連
サービス利用の調整と配食
サービスを行うことにより、ひ
とり暮らし高齢者等の食生活
の改善と健康増進を図りま
す。

食事を作ることが困難なひとり暮らし
の高齢者の方などにお昼のお弁当の
配食を行いました。

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性

目標活動指標
目標達成率
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基本方針３　生きがいづくりの充実と多様な働き方や社会参加の促進

３－１　社会参加の促進

（１）高齢者の就労支援

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標 1,230 1,280 1,330

実績 1,545 1,793

目標 27 29 31

実績 24 22

75.86%Ｃ
新規会員数は目標人数を下回ってい
ます。

継続 新規会員数②
シルバー人材
センターの支
援

より多くの高齢者が知識と経
験を活用し、生きがいをもっ
て地域社会に密着した就業
に取り組めるようシルバー人
材センターの活動を支援しま
す。

新規会員数　22人（３月末時点）
会員増加に繋がる支援の取り組みとし
ては、広報へ会員募集の記事を５月、
７月、９月の３回掲載し、周知を行いま
した。

目標活動指標
目標達成率

① 就労の促進

高齢者の能力に応じた多様
な就労の場の確保に向けた
働きかけなどを行い、就労機
会の拡大に努めます。

就労先件数　1,793件（３月末）
市からシルバー人材センターに対して
の就労の支援は、具体策が決まって
おらずできませんでした。

Ｂ

就労先の目標数は上回っています
が、市からシルバー人材センターに対
しての就労の支援は、具体策が決まっ
ておらずできませんでした。

継続 就労先（件数） 140.08%

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性
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（２）多様な社会参加の促進

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標 196 200 204

実績 182 181

目標
①59

②2,880
③180

①60
②2,760
③180

①60
②2,620
③180

実績
①60

②3,050
③173

①60
②2,950
③107

目標 1 2 3

実績 0 1

90.50%

②
老人クラブ活
動の支援

未加入の高齢者に対し、クラ
ブへの加入を促すとともに、
集いの場の実施等、高齢者
にとって魅力あるクラブづくり
を進めます。また、指導者の
研修を行うなど、組織の拡充
と活動を支援します。

クラブ数60クラブ　会員数2,950人
新規会員数107人
12月に指導者研修会を実施しました。
会員増強の促進活動として、老人クラ
ブのない町内会へ周知はできません
でしたが、老人クラブ会員以外の方も
参加できる事業を市老人クラブ連合会
と協力して１つ行いました。

Ｃ

老人クラブ会員以外の方も参加できる
事業を行ったことで、老人クラブ活動
の周知に繋がったと考えられます。し
かし、会員増強の促進活動が１つしか
できておらず、目標を下回っておりま
す。

継続

①クラブ数
②会員数
②新規会員数

①100.00％
②106.88％
③59.44％

老人クラブ会
員増強の促進
活動

50.00%

Ｂ

３月はコロナウィルス感染症拡大防止
対策として、各施設がボランティアの
受入を中止しており実績が減少してい
ますが、それ以外は例年並みの実施
ができています。

継続 登録者数①

津島市介護支
援ボランティ
ア制度の普
及・促進

高齢者が、介護施設や病院
などで利用者の話し相手に
なったり、手伝いをするなど
のボランティア活動を通じて、
社会参加を促進します。制度
の周知を図り、高齢者の積極
的な制度利用につなげます。

令和２年３月末時点での介護支援ボラ
ンティア登録者181人、活動延べ回数
753回、活動延べ人数2,085人
研修会１回実施、全登録機関訪問１回
実施

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性

目標活動指標
目標達成率
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（２）多様な社会参加の促進

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標 4 4 4

実績 4 2

目標 100 110 120

実績 101 60

目標 0 2 4

実績 0 2

100.00%Ｃ

前期に老人福祉施設検討チームを２
回開催できたことは評価できますが、
前期に絞った３つの案から最終的な方
針を決定することができず、遅延して
います。

一部修正 検討回数④
高齢者福祉施
設のあり方の
検討

「老人福祉センター」「わざ・語
り・伝承の館」などの施設の
利用状況等を踏まえ、検討を
行います。

令和元年度に設置された老人福祉施
設集約化検討チーム会議を２回（７
月、８月）開催しました。
前期で３つに絞った集約化の案から最
終的な方針決定をすることはできてい
ません。

目標活動指標
目標達成率

③
世代間交流の
推進

保育園・幼稚園、小・中学校
における行事などへ参加し、
高齢者がもつ知識や技術を
伝承するなど、子どもたちと
の交流を行います。
また、高齢者が培った経験を
活かすことができるよう各種
教室や講座、催しなどを開催
します。

親子陶芸教室　１回実施　２名参加
市立幼稚園との交流会　１回実施　58
人参加
津島北高校との交流会　未実施
昔遊び体験　未実施

Ｃ

昨年度に実施していた津島北高校と
の交流会と昔遊び体験を今年度は実
施できませんでした。各種教室等は実
施回数の目標は4回、参加者数の目
標は120人でしたが、実施回数は2回、
参加者数は60人でどちらも目標の半
数しかできませんした。

一部修正

各種教室等の
開催回数

50.00%

各種教室等へ
の参加者数

54.55%

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性
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（３）多様な主体による、生活支援サービスの充実

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標 90 90 90

実績 77 68

目標 2 2 2

実績 2 3

目標 64 69 73

実績 63 71

75.56%

②
つしま家事サ
ポーター

市の養成講座を修了し、体験
実習をしたボランティアの「つ
しま家事サポーター」が生活
支援サービスの担い手とな
り、買い物の代行、ゴミ出しな
どの家事援助を行うことがで
きるよう提供体制を整備しま
す。

養成講座3日程開催　新規登録者数
19人（登録率89.4％）
つしま家事サポーター登録者数71人
（目標達成率102.8％）

Ａ
家事サポーター数は目標を上回って
おり、必要な人数は確保できていると
考えられます。

継続

つしま家事サ
ポーター養成
講座開催回数

150.00%

登録者数 102.90%

Ｃ
昨年度の実施団体は77団体でしたが
9団体が辞退したため、補助対象団体
数は減少しています。

一部修正 実施個所数① 集いの場

閉じこもりや認知症予防のた
め、地域の集会所等で健康
運動やゲームを活用した交
流の場を提供します。
また、交流の場を継続的に推
進するため、地域における人
材育成を図ります。

助金対象団体数　　68団体
昨年度の補助対象団体へ周知をし、
継続事業として集いの場の補助を行
いました。

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性

目標活動指標
目標達成率

33



３－２　生きがいづくりの推進

（１）地域における交流の促進

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標 35 35 35

実績 23 37

目標 19 20 20

実績 19 10

目標活動指標
目標達成率

①
多様な交流の
促進

地域の各組織活動をはじめ、
趣味やスポーツの会、ボラン
ティア活動など、多様な社会
参加を通じた交流を促進しま
す。

つしま家事サポーター
周知回数　 12回　　交流回数    ４回
介護支援ボランティア
周知回数　 12回　　交流回数 　  0回
認知症予防スタッフ
周知回数　  １回　　交流回数　  ０回
（交流会は新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため中止）
オレンジサポーターの会
周知回数　 12回　　交流回数　  ６回

計　　　 周知回数　 37回　　交流回数
10回

Ｃ

各団体の周知回数については目標ど
おり行えていますが、交流回数は新型
コロナウイルスの影響で半減となって
います。

一部修正

各団体の周知
回数

105.71%

各団体・個人
の交流回数

50.00%

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性
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（２）生きがいづくりの場の提供

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標

実績

目標

実績

Ｂ

・市民大学講座については、予想外に
多くの参加者があり、人気のあるテー
マ設定をすることができました。
・公民館教室事業については、骨盤ス
トレッチ&エクササイズ・健康体操教室
の申込み人数が募集人数より多くなり
喜んでもらえました。

継続②
生涯学習の充
実

高齢者が学習の機会を選択
し、自主的な学習活動を展開
していくことができるよう、各
種講座や教室・セミナーなど
の充実を図ります。
また、生涯学習に関する情報
提供を進めます。

・市民大学講座…「絵画鑑賞を楽しむ
ために　－西洋美術と日本美術－②」
全４回受講者29名、「縁がなさそうで縁
がある-ちょっと変わった善光寺の絵
物語-」全1回受講者40人、「日本映画
の世界」全３回受講者18名で実施しま
した。
・公民館教室…硬筆・毛筆書道教室10
回定員13名、健康体操教室8回定員
25名、いけ花教室8回定員25名、骨盤
ストレッチ&エクササイズ10回定員26
名で実施しました。
・生涯学習ガイド…令和元年度版、発
行部数1,800部、市ホームページでの
公開

目標活動指標
目標達成率

①
生涯スポーツ
活動の推進

子どもから高齢者まで誰もが
参加できるスポーツイベントを
開催します。
また、自分のレベルに合わ
せ、様々なスポーツにふれる
ことができる総合型地域ス
ポーツクラブを育成し、さらに
生涯スポーツの推進を図りま
す。

スポーツ教室はソフトテニスやバドミン
トン等、７種目を実施しました。またス
ポーツフェスティバルを東公園一帯で
開催し、さまざまなスポーツ体験事業
を実施したほか、年間を通じて、さまざ
まな世代が多くの種目をレベルに合わ
せてスポーツに触れることができる総
合型地域スポーツクラブの活動支援を
実施しました。

Ｂ

スポーツ教室については70人、スポー
ツフェスティバルについては約4,000
人、総合型地域スポーツクラブ会員は
延べ287人の参加があり、子どもから
高齢者まで、幅広い世代の方々がス
ポーツに触れ、健康づくりに役立てて
いただく機会を提供することができまし
た。

継続

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性
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基本方針４　介護保険サービスの運用の効率化、利用の適正化

４－１　介護サービスの適正化

（１）在宅生活を支援するサービス提供体制の充実

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標 15 15 15

実績 11 18

目標 12 15 18

実績 9 18

120.00%

市の実地指導
件数

120.00%

Ａ
県、市の実地指導がともに目標件数
以上に実施できました。

継続

県の実地指導
立会い件数

①

実地指導によ
る介護保険
サービス事業
者等の運営基
準の遵守

市内の居宅介護支援事業
所、サービス事業者（地域密
着型を含む）等の実地指導に
より、サービスの提供内容や
運営基準の遵守などを確認
します。
また、サービス事業者自らが
定期的に自主点検することを
促進します。

市の実地指導
　地域密着型サービス　３件
　居宅介護支援事業所　６件
　総合支援事業所　　　　９件
県の実地指導立合　　　18件

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性

目標活動指標
目標達成率
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（２）適正なサービス提供に関する取り組み

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標 25 26 27

実績 11 7

目標 10 10 10

実績 10 6

目標 9 10 11

実績 9 7

目標 6 6 6

実績 6 7

26.92%

②
介護保険サー
ビス事業者の
資質向上

介護保険サービス事業者に
対して、県等が主催する研修
会についての情報を提供し、
参加要請をします。
また、訪問介護事業者連絡
協議会、通所介護事業者連
絡協議会及びリハビリテー
ション事業者連絡協議会にお
いて、事業所の資質向上の
ための研修や勉強会につい
て連携・協力を図ります。

・訪問介護事業者連絡協議会（勉強会
のみ）実施回数　　　　　　　　６回
・通所介護事業者連絡協議会（勉強会
を含む）実施回数　　　　　　　７回
・リハビリテーション事業者連絡協議会
（勉強会を含む）実施回数　　７回
介護保険サービス事業者に対して、県
等が主催する研修会についての情報
を提供しました。
２月末から３月にかけて新型コロナウ
イルス感染症対策のため、中止。

Ｂ

ほぼ目標通り勉強会を実施し、事業者
が総合事業、地域密着型サービス、居
宅介護支援事業所のサービスや制度
について理解を深めることができまし
た。

継続

訪問介護事業
者連絡協議会
（勉強会を含
む）　実施回数

60.00%

通所介護事業
者連絡協議会
（勉強会を含
む）　実施回数

70.00%

リハビリテー
ション事業者連
絡協議会（勉
強会を含む）
実施回数

116.67%

Ｃ
介護支援専門員の資質向上のため地
域包括支援センターと協力し勉強会の
開催や検討会を開催しました。

一部修正

居宅介護事業
者連絡協議会
（勉強会を含
む）　実施回数

①

介護支援専門
員（ケアマネ
ジャー）の資
質向上

地域包括支援センターと連携
し、地域ケア会議、津島市居
宅介護支援事業者連絡協議
会において事例検討等の研
修・勉強会を通し、介護支援
専門員の資質向上の支援を
します。
また、県等が主催する研修会
等についての情報を提供し、
参加要請をします。

居宅介護事業者連絡協議会（勉強会
を含む）　実施回数　　 ７回（勉強会３
回含む）
介護予防ケアマネジメント勉強会
実施回数　　 １回
あんしんネット津島事例検討会
実施回数     3回

県等が主催する研修会等についての
情報を提供し、参加要請をしました。

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性

目標活動指標
目標達成率
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（２）適正なサービス提供に関する取り組み

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標 46 69 69

実績 46 廃止

目標 220 220 220

実績 125 102

目標 220 220 220

実績 205 181

目標 220 220 220

実績 225 191

Ｂ

HPとパンフレット等を活用して周知を
行いました。
終末期ケアを含め、在宅で支援が必
要な方について、電子@連絡帳を活用
し、情報共有を図りました。

一部修正⑤
終末期ケアへ
の取り組み

第２号被保険者（40～64歳）
の方でも、末期がんを含めた
特定疾病により、介護サービ
スを受けられることを周知し、
終末期ケアに対応できるよう
電子＠連絡帳（つながろまい
津島）を利用した情報の共有
について検討します。

ホームページとパンフレット等を活用し
周知を行いました。
人生会議について、出前講座等で周
知しました。

46.36%

福祉用具購入 82.27%

住宅改修 86.82%

Ｂ

各件数ともほぼ目標どおり行えてお
り、軽度者に対する福祉用具貸与につ
いては、ケアプラン等の内容を検証
し、適正にサービスが利用されている
か確認、また福祉用具購入について
は、利用計画書の内容を精査し、適正
な購入かを確認し、適正なサービス利
用の促進につなげることができまし
た。福祉用具の利用（購入・貸与）に関
しては現地確認も実施しました。
住宅改修については、福祉住環境
コーディネーター２級の資格を持つ職
員が事前申請のあった改修工事につ
いて、全件調査を行うことで専門的な
視点からの点検を実施しました。加え
て、工事後の抽出点検も実施しまし
た。また、適正な運用が進むよう厚生
労働省の通知に従って取り扱いの整
理を行い、事業所等に通知を発出しま
した。

継続

軽度者の福祉
用具貸与

④
福祉用具・住
宅改修の普及
と利用促進

福祉用具の貸与や購入、住
宅改修を考えている利用者に
対し、福祉住環境コーディ
ネーターや病院の理学療法
士等の専門相談員の指導の
もと、介護支援専門員と市職
員が事前に協議し、利用者の
立場に立ったアドバイスや支
援を行います。

軽度者の福祉用具貸与件数（年間）
　102件
福祉用具購入件数（年間）
　181件
住宅改修件数（年間）
　191件
住宅改修の事前の現地確認を全件実
施しています。
加えて、担当者が福祉住環境コーディ
ネーター２級を取得することでより専門
的な視点から点検することができまし
た。

目標活動指標
目標達成率

③
介護相談員派
遣事業

事業所に介護相談員を派遣
し、介護サービス利用者と介
護保険サービス事業者との
橋渡しを行うことで、利用者
の疑問や不満、不安の解消
を図ります。

介護相談員派遣事業については、市
役所から施設に相談員を派遣して施
設入所者の苦情や相談を受け付ける
ことが目的でしたが、施設への苦情・
相談がある場合は、直接、市役所等に
連絡をする方が増加するなど、介護
サービスの相談窓口が市役所である
ことが認識されてきたと判断し、令和
元年度より事業を廃止することとしまし
た。

Ｄ 廃止 派遣件数 -

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性
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４－２　介護サービスの実施

（２）地域密着型サービスの充実

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標 0 0 1

実績 0 0

目標 0 0 180

実績 0 0

0.00%

利用者数 0.00%

Ｃ

公募を行ったものの、希望事業者が現
れず開設には至りませんでした。
公募に対して、効果的な周知方法の
検討が十分にできませんでした。

継続

事業所数

①
定期巡回・随
時対応型訪問
介護看護

日中・夜間を通じて、訪問介
護と訪問看護の両方を提供
し、定期巡回と随時の対応を
行うサービスです。
一体型（一つの事業所で一体
的に提供）と、連携型（地域の
事業所が連携して提供）の事
業所があります。

５月７日～６月28日、９月２日～９月27
日の２度に渡り公募を行いました。
令和２年度の公募にむけ、市内事業
所に対し意向調査を行う準備をしまし
た。

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性

目標活動指標
目標達成率
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４－３　状態に応じた適切なサービス利用の促進

（１）介護サービスの情報提供

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標 10 10 10

実績 10 7

目標 - 66.75 -

実績 - 62.4

目標 840 860 880

実績 918 1,295

目標

実績

目標 6 8 10

実績 6 6

④
身近な関係機
関による情報
提供

民生児童委員などの地域の
実情を把握している身近な関
係機関による情報提供を図り
ます。

民生児童委員の地区協議会で働きか
け回数　６回

Ｃ

民生児童委員の地区協議会（東、西、
南、北、神守・蛭間・高台寺、神島田）
の場で働きかけをおおむね目標どおり
実施できました。

継続
関係機関への
働きかけ回数

75.00%

Ａ

予定通り、ホームページへの掲載や市
窓口での配布を行い、さらに出先機関
の窓口に配布し、情報提供を図ること
ができました。

継続③

「津島市サー
ビス事業所ガ
イドブック」
の配布

サービス事業者の各種サー
ビス情報を掲載した「津島市
サービス事業所ガイドブック」
を公共施設の窓口に設置し、
情報提供を図ります。

市内各事業所及び、介護予防日常生
活支援総合事業の指定を受けている
県外の事業所に、紹介ページの作成・
確認依頼を行い、発行しました。
事業所ガイドブックをホームページに
掲載し、出先機関へ事業所ガイドブッ
クを配布しました。
また、事業所の詳しい情報を必要とし
ている市民に窓口で配布するなどし、
情報提供を行いました。

70.00%

地域包括支援
センターの認
知度

93.48%

②
介護サービス
利用の手引き

介護サービス利用の手引き
を各居宅介護支援事業所や
地域包括支援センターに配
布するとともに、要介護等認
定の申請の流れや市内の事
業所、介護サービスの種類等
の情報提供を行います。

事業所の増減等があった際、随時修
正しました。
10月の報酬改定に合わせ、利用料等
の修正を10月に行いました。
３月末時点で、1,295部窓口等で配布
しました。

Ａ
目標通り、随時修正版を作成し、配布
できています。

継続 配布数 150.58%

Ｂ

開催回数は目標値よりも少ないです
が、地域包括支援センターの認知度を
向上させるため、出前講座及び講演
会等で周知をしました。
また、地域包括支援センターの認知度
（知名度）は、62.4％でした。

継続

出前講座・講
演会等の開催
回数

①

地域包括支援
センターによ
る情報提供の
充実

地域包括支援センターでは、
いつでも介護サービス情報が
得られる体制を整えるととも
に、これらが十分に活用され
るよう、情報を発信し、市民へ
の周知を図ります。

地域包括支援センターの周知
　出前講座　　　　　３回
　その他講座等　　４回
合計　　７回

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性

目標活動指標
目標達成率
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（１）介護サービスの情報提供

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標 10 10 10

実績 10 7

目標 - 66.75 -

実績 - 62.4

目標 100 100 100

実績 100 76

目標

実績

76.00%

⑦

「介護サービ
ス情報公表シ
ステム」制度
の活用促進

「介護サービス情報公表シス
テム」制度は、利用者が介護
保険サービス事業者を適切
に選択できるよう、事業者に
対してサービス情報の公表を
義務付けるものです。県は、
県内の介護保険サービス事
業者の調査や介護サービス
情報の公表に係る実施計画
の策定、事業者からの公表
すべき情報の受理、必要な情
報に係る調査の実施、情報
の公表などの事務を行いま
す。
また、このシステムを活用す
るための周知・啓発を行いま
す。

ホームページ及び介護サービス利用
の手引きに掲載しました。

Ｂ
ホームページ及び介護サービス利用
の手引きに掲載し、周知を行いまし
た。

継続

Ｃ

年齢到達者や来庁者に対してパンフ
レットを配布し随時情報提供を行うよう
努力しましたが、配布率76％であり、
多くの在庫を残してしまいました。年齢
到達者の人数は昨年度に比べ大幅に
減となっていることが要因の一つと考
えられます。
より分かりやすくなるように内容を精査
し、新年度用パンフレットの作成をしま
した。

継続 配布率⑥
パンフレット
等による情報
提供

サービス利用の手続きや、保
険料の仕組みなど制度全般
について掲載したパンフレット
を作成し、情報提供を行いま
す。

令和元年度末時点で2,300冊のパンフ
レットを配布しました。
また、新年度用パンフレットの作成をし
ました。

目標活動指標
目標達成率

⑤
説明会や出前
講座の開催

サービスについての説明会を
開催するとともに、出前講座
を活用し、市民のニーズに応
じた情報の提供や意見交換
などを実施します。

出前講座等開催実績
・出前講座　３回
・つしま家事サポーター養成講座　２
回
・講演会等　２回
合計　７回

Ｂ

目標値を下回りましたが、地域包括支
援センターを総合相談窓口として活用
できるよう、また高齢者福祉・介護サー
ビスの周知啓発に努めました。
また、地域包括支援センターの認知度
（知名度）は、62.4％でした。

継続

出前講座・講
演会等の開催
回数

70.00%

地域包括支援
センターの認
知度

93.48%

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性
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（２）ケアマネジメントの充実

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標 9 9 9

実績 9 13

（３）介護給付費等の適正化

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標
①100

②87.38
③98.80

①100
②87.49
③98.80

①100
②77.60
③98.80

実績
①100

②88.97
③99.06

①100
②91.55
③99.28

目標活動指標
目標達成率

①
保険料の適正
な徴収

介護保険料の公平な徴収を
図るため、口座振替の推奨、
市広報やホームページによる
周知、未納者への定期的な
徴収活動を実施します。

４月・８月広報やホームページにて、介
護保険料の案内についてや口座振替
について周知しました。

５月末時点での収納率
普通徴収　　　　　　91.55％
全体　　　　　　　　  99.28％
３月末時点での
収納活動臨宅件数　485件
　うち、徴収件数　　  243件

Ａ

広報やホームページによる周知活動
は予定どおり行うことができました。
また定期的に収納活動を実施するな
ど、収納率向上に努めた結果、目標値
を上回ることができました。

継続

収納率
①特別徴収
②普通徴収
③全体

①100.00％
②104.64％
③100.49％

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性

目標活動指標
目標達成率

①

介護支援専門
員（ケアマネ
ジャー）の研
修機会等の充
実

ケアマネジャーの質の向上の
ため、研修機会の充実を図
り、高齢者の生活の自立につ
ながるケアマネジメントを作成
するよう啓発・推奨します。

中地域包括支援センターでケアプラン
点検を実施。
点検数：13件

Ａ 目標を達成することができました。 継続

地域包括支援
センターケアプ
ラン点検支援
実施件数

144.44%

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性
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（３）介護給付費等の適正化

取組内容 評価 評価理由 H30 R1 R2

目標 70.0 70.0 70.0

実績 72.0 70.8

目標 220 220 220

実績 128 160

目標 4 4 4

実績 4 4

72.73%

給付費通知
実施回数

100.00%

Ｂ

ケアプラン点検の実施率は約72.7％
と、目標を達成していませんが、前年
度を上回ることができました。
給付費通知については、予定通り発
送でき、介護給付費等の適正化に努
めることができました。

継続

ケアプラン点検
数

③
介護給付適正
化事業

介護給付費等の適正化を図
るため、不必要なサービスが
提供されていないか検証し、
適切なサービスが提供できる
よう環境を整備します。

実地指導に同行するなどして、居宅介
護支援事業所でケアプラン点検を実
施しました。
ケアプランチェック件数　　160件
給付費通知の発送　４回
（１回につき３か月分通知）

目標活動指標
目標達成率

②
要介護等認定
事務の適切な
実施

認定結果通知の遅れが生じ
ないよう、申請を受けた際に
は申請者に対し、要介護等認
定の申請をした旨を主治医
へ報告するよう促し、円滑な
認定事務に努めます。

　今年度から遅延通知を発送したほ
か、同行調査で認定調査の指導を行
いました。
対象者の心身の状態が安定しないこ
とにより意見書の記載が遅延するケー
スの場合は、適切な時期に申請の案
内を行いました。
申請者に対し要介護等認定の申請を
した旨を主治医に報告するよう促しま
した。また、毎週金曜日と日程をきめ
て、医療機関に対し、主治医意見書の
進捗状況の確認や催促を行いました。
令和元年度3月末時点の遅延率
29.2％、30日以内決定率　70.8％

Ａ

様々な取組を実施し目標は達成しまし
た。しかし、遅延率は前年度に比べ
1.2％と上昇しました。特殊な要因とし
て、令和元年度は、大型連休（GW)（5
月）が連続して10日、年末年始（1月）
は連続して9日あったことに加えて、新
型コロナウイルスにより調査の遅延等
（3月）もありました。それらの要因を排
除した遅延率は平均して24.8％と大幅
に減少しております。

継続
30日以内決定
率

101.14%

事業名 事業内容
令和元年度　実績 第８期の

方向性
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